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65 歳以上の方、60歳から 64歳の方で一定
の障がい（※）がある方が対象です。今秋から
始まる予定です。

Q　�自己負担額はいくらになるのか。
A　�岡垣町では 3300 円程度を想定してい
る。中間市と遠賀郡内で調整して決定
する。

Q　�対象者への周知はどのように考えてい
るか。

A　�広報おかがき、ホームページ、でんた
つくんなどでお知らせをしていく。

新型コロナウイルスのワクチン接種が定期接種へ
感染症予防費　7700万円

６月定例会　一般会計補正予算　４億7880万円を追加
補正予算審議で議論が白熱した５つの取り組みを紹介

Q　�２回目の公募であるが、資材の高騰により価格
が日々変化している。上限 5000 万円の補助で
建設できるのか。また、事業者が円滑に運営し
ていくためには、町も支援が必要ではないか。

A　�１回目の公募で辞退した事業者からヒアリング
を行い、10%程度資材が高騰しているという
事態を把握した。町は公的な資料などで確認し
た結果、10%程度の資材高騰を確認した。２
回目の公募では、少なくとも 1社以上の応募
があったことから、町が提示した条件が妥当で
あると判断している。まだ最終的な契約に至っ
ていないのでしっかり対応していきたい。

Q　�庁舎西側駐車場の整備で増額した理由は何か。
A　�庁舎西側駐車場予定地の施工方法などを変更す
ると、２倍以上の台数が駐車できるようになる
ため増額した。

民間の屋内スイミング施設誘致に向けて、３月の当初予算では、町は事業者に対して上
限 3000 万円の立地促進補助金を予定していました。しかし、物価高騰で建設資材が高騰
していたため、事業者が辞退されました。再度公募するに当たり、町は立地促進補助金を
2000 万円増額し、上限 5000 万円としました。

屋内スイミング施設の誘致へ
立地促進補助金　2000万円　庁舎西側駐車場整備工事　1070万円

サンリーアイ駐車場に建設される予定

※�一定の障がいとは心臓、腎臓
もしくは呼吸器の機能障がい
またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能の障がい

より住み続けたい町へ
2定例会　概要



道路利用者のより一層の安全・安心を確保するため、危険箇所の安全対策に取り組みます。

教職員が管理している児童生徒の名簿や通知表、教職員の出退勤などの情報共有ができる
ソフトウェアを導入します。今後は一括管理ができ、教職員の作業効率があがる見込みです。

Q　�今後、他にも歩道を設置するような計画はあ
るのか。

A　�今のところはないが、交通安全対策の中で取
り組んでいるため、通学路交通安全プログラ
ムに基づいた安全点検を踏まえ、危険な箇所
があれば取り組んでいく。

Q　�導入するに至った理由は何か。
A　�福岡県と全市町村とで構成するふくおか電子
自治体共同運営協議会が実施する共同調達に
参加し、導入することになった。岡垣町では、
今年度中に教職員が使用するパソコンを買い
替える予定もあったため、タイミングが合い
導入することを決めた。

歩道の設置へ　交通安全対策費　826万円

小中学校の教職員が使用するパソコンに新しいソフトウェアを導入
　学校管理費　598万円

道路インフラの老朽化対策を加速するため、当初見込んでいた工事区間を拡大し、舗装改
修に取り組みます。今回は特に舗装が傷んでいる浄水場から元松原に向かう道路の舗装改
修に取り組みます。

Q　�当初予算ではなく、なぜ６月定例会で補正予
算を計上したのか。

A　�浄水場から元松原へ向かう道路は交通量も多
いため、３年から４年かけて工事を終わらせな
ければ事業効果も認められないと考えている。
短い期間で工事を終わらせたいため、国や県
と協議を重ね、時間がかかった。そのため、６
月定例会で補正予算を計上することになった。

傷んだ道路の舗装改修へ　道路維持費　2700万円

3 定例会　概要



内　　　容 結果

三
角　

善
彦

細
山
田　

修

安
里　

雅
恵

三
隈
千
恵
子

廣
渡　

裕
次

川
地　

啓
輔

谷
口　

貴
之

横
山　

貴
子

平
山　

正
法

神
崎　

宣
昭

太
田　
　

強

広
渡　

輝
男

森
山　

浩
二

第
２
回
臨
時
会

令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

専決処分の承認を求めることについて
－岡垣町税条例の一部を改正する条例－ 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
－岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例－

賛成多数 
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

海老津小学校グラウンド改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の報告について－岡垣サンリーアイウエーブアリーナ
床改修工事請負契約の変更について－ 報告 － － － － － － － － － － － －

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 報告 － － － － － － － － － － － －

第
２
回
定
例
会

岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度　岡垣町一般会計繰越明許費繰越計算書 報告 － － － － － － － － － － － －

令和５年度　岡垣町水道事業会計予算繰越計算書 報告 － － － － － － － － － － － －

令和５年度　岡垣町土地開発公社決算報告について 報告 － － － － － － － － － － － －

報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日付 委員会等 議題等

4月18日 議会運営 第2回臨時会運営

4月22日 第2回臨時会
（１日間） 本会議・連合審査会・全員協議会

4月24日 議会広報 行政視察研修（大刀洗町）

4月30日 総務産業 地方創生について

5月14日 総務産業 県道の早期完成と駅周辺の開発について

5月23日 議会運営 第2回定例会運営

6月5日
～ 18日

第2回定例会
（14日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会

6月27日 議会広報 議会だより編集

7月3日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

岡垣町議会住民懇談会
議員と語ろうを開催しました

詳しくは10月25日発行の
議会だより145号で報告します

次回定例会は
９月５日（木）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

4議決の状況・議会の動き
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政
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問
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政
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問
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一
般
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問
は
町
民
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し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
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。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
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し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容
5 廣渡　裕次 　１．コミュニティバスの運行について

6 平山　正法 　１．防災について
◇２．健康づくりへの取組について

6 川地　啓輔 　１．まちづくり・人づくりについて
7 三角　善彦 　１．ふるさと納税について
7 三隈千恵子 　１．包括的性教育について
8 神崎　宣昭 　１．自然と共生する協働のまちづくりについて

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

廣
渡

令
和
３
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
実
態
調
査
を
行
い
、
岡
垣
町
地
域

公
共
交
通
協
議
会
で
審
議
・
協
議
さ
れ
た
結

果
、
利
用
者
数
が
１
番
多
か
っ
た
糠
塚
・
元

松
原
循
環
線
と
３
番
目
に
多
か
っ
た
高
陽
団

地
循
環
線
が
統
合
さ
れ
、
岡
垣
循
環
線
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
数
が
２
番
目
に
多
か
っ

た
海
老
津
駅
南
・
龍
王
団
地
線
は
廃
止
さ

れ
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
海
老
津
駅
南
・
龍
王
団
地
線
と
高
陽

団
地
循
環
線
を
統
合
し
、
糠
塚
・
元
松
原
循

環
線
を
存
続
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

町
長

利
用
者
が
龍
王
団
地
に
集
中
し
、
戸

切
地
区
か
ら
の
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
や
戸

切
の
Ｊ
Ｒ
高
架
下
を
通
過
し
て
高
陽
団
地
内

の
路
線
と
重
複
す
る
な
ど
、
非
効
率
な
運
行

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
へ
転
換
し
、
運
行
効
率
の
改
善
を
図
り

ま
し
た
。

廣
渡

統
合
さ
れ
た
岡
垣
循
環
線
は
中
央
公

民
館
発
着
で
、
反
時
計
回
り
に
運
行
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
海
老
津
駅
に
行
く
に
は
、

中
央
公
民
館
で
乗
り
継
ぎ
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
、
中
央
公
民
館
発
着
と
な
っ
た

の
で
す
か
。

町
長

運
行
効
率
を
高
め
る
た
め
の
重
複
路

線
の
整
理
や
、
町
の
主
要
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
改
善
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
町
全

体
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
判
断
し
ま
し
た

が
、
中
央
公
民
館
で
の
乗
り
継
ぎ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
検
討
課
題
は
あ
り

ま
す
。
今
後
も
運
行
事
業
者
に
よ
る
乗
降
調

査
を
定
期
的
に
行
い
、
各
路
線
の
運
行
状
況

や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
交
通
網
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議員町長
利
便
性
の
向
上
を

よ
り
利
用
し
や
す
い
交
通
網
の

構
築
に
努
め
る

廣
ひろ

渡
わたり

　裕
ゆう

次
じ

 議員

5 町政を問う　一般質問



簡易トイレを組み立てている風景

造成中の県道原海老津線視察
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平
山

避
難
所
や
避
難
生
活
で
の
女
性
の
視

点
に
た
っ
た
取
り
組
み
は
、
き
わ
め
て
重
要

な
課
題
で
す
。
私
は
平
成
28
年
12
月
議
会
の

一
般
質
問
で
、
避
難
所
で
の
女
性
等
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
当
時
の
町
長

か
ら
は
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
女
性
に
配
慮
し
た

避
難
場
所
対
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

町
長

福
岡
県
で
は
平
成
29
年
３
月
に
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
本
町
で
も
令
和
２

年
６
月
に
更
衣
室
や
洗
濯
物
干
し
場
な
ど
、

女
性
に
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
女
性
用
ト
イ

レ
の
十
分
な
数
の
確
保
な
ど
を
網
羅
し
た
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
備
蓄
し
て
い
た
更
衣
室

や
授
乳
室
と
し
て
活
用
で
き
る
簡
易
テ
ン
ト

に
加
え
、
簡
易
ト
イ
レ
と
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
備
蓄
を
進
め
、
令
和
４
年
度
に
約
５
０
０

名
分
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
備
品
を
備

蓄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
山

耐
震
化
の
補
助
制
度
な
ど
を
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
周
知
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
職
員
や
町
民
の

川
地

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
公
表
で
岡
垣
町
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に

は
約
２
５
３
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
予
想
数
を
基

に
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も

そ
の
数
値
よ
り
も
上
回
っ
て
い
く
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

町
長

本
町
で
は
定
住
促
進
対
策
事
業
や
、

町
の
住
み
よ
さ
を
高
め
る
た
め
の
快
適
な
住

環
境
の
整
備
、
町
の
魅
力
を
戦
略
的
に
町
内

外
に
情
報
発
信
す
る
岡
垣
町
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

に
よ
る
施
策
の
展
開
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
事
務
事
業
の
効
果
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
他
市
町
村
の
動

向
や
町
の
財
政
状
況
な
ど
も
勘
案
し
な
が

ら
、必
要
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

川
地

国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
が
２
月
３

日
に
４
車
線
化
さ
れ
、
野
間
ラ
ン
プ
に
連
結

す
る
県
道
原
海
老
津
線
も
数
年
先
に
は
開
通

見
込
み
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、
海
老
津
駅
前

周
辺
整
備
も
２
、
３
年
で
整
備
さ
れ
そ
う
で

す
。
今
後
、
駅
南
側
開
発
が
進
め
ば
、
町
の

南
北
の
一
体
化
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長

駅
南
側
地
域
は
、
新
市
街
地
整
備
検

防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
周
知
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
職
員
は
毎
年
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
訓
練
を
行
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を

見
や
す
く
改
良
し
た
ほ
か
、
広
報
で
も
啓
発

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
ま
す
。

討
箇
所
に
位
置
づ
け
、
自
然
環
境
と
の
共
生

に
配
慮
し
な
が
ら
、
民
間
活
力
を
生
か
し
た

宅
地
開
発
や
企
業
誘
致
を
進
め
る
区
域
と
し

て
い
ま
す
。
宝
地
区
は
、
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
開
発
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
財
政
負
担

が
多
額
に
な
る
こ
と
や
地
権
者
と
の
合
意
形

成
が
困
難
な
こ
と
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

議員

議員

町長

町長

女
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
対
策
は

人
口
将
来
推
計
を
上
回
る
取
り
組
み
を

備
品
も
備
蓄
で
き
て
い
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員
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ふるさと納税サイトより

小学校低学年にも配慮を

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

三
角

学
校
の
建
て
替
え
や
定
住
・
移
住
促

進
を
考
え
た
と
き
、
政
策
的
経
費
に
充
当
で

き
る
自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

寄
附
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
返
礼
品
の

開
発
や
町
内
に
返
礼
品
を
生
産
で
き
る
工
場

の
誘
致
な
ど
を
行
い
、
寄
附
額
を
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
角

サ
イ
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
一
部
に
大
変
厳

し
い
評
価
が
確
認
で
き
ま
す
。
返
礼
品
の
品

質
管
理
体
制
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

返
礼
品
提
供
事
業
者
を
訪
問
し
、
発

送
状
況
の
確
認
作
業
を
行
う
な
ど
、
品
質
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
角

空
港
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
有
料
看
板
広
告

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
お
金
が
か
か
ら
な
い
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
発
信
な
ど
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

町
長

多
く
の
町
外
の
方
に
本
町
の
返
礼
品

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
広
告

宣
伝
は
効
果
的
な
方
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
た

め
、
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て

三
隈

体
育
の
授
業
が
あ
る
日
は
ス
カ
ー
ト

を
履
い
て
登
校
し
て
い
る
女
子
児
童
が
い
ま

す
。
男
女
が
同
じ
教
室
で
着
替
え
を
し
て
い

る
た
め
、
ズ
ボ
ン
だ
と
着
替
え
に
く
く
、
男

子
に
見
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
す
。
学

校
に
よ
っ
て
は
、
男
女
に
分
か
れ
て
着
替
え

が
で
き
て
い
な
い
学
年
も
あ
り
ま
す
。
学
校

で
着
替
え
る
際
の
配
慮
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

教
育
長

学
校
内
で
体
育
や
水
泳
授
業
の

際
に
着
替
え
る
場
合
、
男
女
に
分
け
る
な
ど

の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
や
児
童
生
徒
の
状
況
に
応

じ
て
、
別
室
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
使
用
す

る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
実
態
は

学
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
概
ね
小
学
１

年
生
か
ら
２
年
生
は
教
室
内
で
場
所
を
分
け

る
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り
、
３
年
生
以
上

は
特
別
教
室
な
ど
の
別
室
を
使
用
し
、
男
女

別
で
着
替
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
低
学
年
に

お
い
て
も
、
羞
恥
心
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
児

童
も
い
る
た
め
、
着
替
え
の
際
に
配
慮
す
る

よ
う
改
め
て
校
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
各
学

校
に
助
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
内
の
教
室
数
な
ど
施
設
的
な
課
題

は
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

三
角

地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

商
品
開
発
を
行
う
事
業
者
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
沿
っ
た
情
報
発

信
を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

が
あ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
な
ど
で
対
応
す
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

三
隈

学
校
内
で
の
健
康
診
断
で
、
診
察
時

に
肌
を
見
せ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

同
性
で
も
次
の
児
童
生
徒
に
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
対
策
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

診
察
時
の
対
応
で
す
が
、
順
番
で

並
ん
で
い
る
際
に
は
着
衣
し
た
ま
ま
で
す
。

診
察
時
に
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
を
置

い
て
、
配
慮
し
た
空
間
の
中
で
診
察
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議員

議員

町長

教育長

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
自
主
財
源
の

確
保
を

体
育
時
の
着
替
え
の
配
慮
を

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
寄
附
額
を

伸
ば
し
て
い
き
た
い

各
学
校
に
助
言
し
た
い

三
み

角
すみ

　善
よし

彦
ひこ

 議員

三
み

隈
くま

　千
ち

恵
え

子
こ

 議員
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アンケートの結果を踏まえ、紙面
の内容等を検討してまいります。
また、記述欄を設けてほしいとい
うご要望をいただきました。今後、
委員会の中で協議してまいります。

議会だよりアンケートのご協力ありがとうございました（No.143 ４/25 実施）

神
崎

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
運
用
さ
れ
、
福
祉

分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ

ま
で
福
祉
分
野
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
す
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

町
長

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
環
境
や
文
化
な
ど
を
対
象

と
し
た
際
に
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
権
限
を
誰

に
持
た
せ
る
の
か
、
公
平
・
公
正
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
面
で
手
の
届
か
な

い
部
分
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
は
福
祉
分
野
に
限
っ
て
継
続
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
時
代
に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

神
崎

公
平
・
公
正
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で

き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
で
き
ま
す
。
改
め
て
、
福
祉
分
野
以
外
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
検
討
を
さ
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長

福
祉
分
野
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
付
与
は
難
し
い
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
町
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
団
体
等
が
活
動
し

や
す
い
よ
う
に
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

議員町長
福
祉
分
野
以
外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
を

福
祉
分
野
に
限
っ
て
継
続
す
る

神
かん

崎
ざき

　宣
のり

昭
あき

 議員

●アンケート回答者（２人）
　40代　１人
　50代　１人

Ｑ．�今号の議会だよりで興味をもった記事はありましたか？
　　P１表紙� １ポイント
　　P２・P３・P４予算の概要� １ポイント
　　P13　アンケート調査にご協力ください� １ポイント

Q．議会だよりを読んでいますか？
　　毎回読んでいる　　　　２人
　　時々読んでいる　　　　０人
　　ほとんど読んでいない　０人

Q．�議会だよりの内容はわか
りやすいですか？

　　わかりやすい　　　１人
　　少しわかりにくい　１人

Q．�議会だよりは読みやすいですか？
　　ほぼ読みやすい　１人
　　読みにくい　　　１人

環境ボランティアの活動
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頑張ってます！委員会活動　－視察報告－

議
会
広
報
常
任
委
員
会

先
進
地
か
ら
学
ぶ

�

議
会
広
報
紙

［
視
察
先
：
福
岡
県
大た

刀ち

洗あ
ら
い

町
］

�

４
／
24

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て

　

大
刀
洗
町
議
会
だ
よ
り
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
主
催
の
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
毎
年
上
位
入
賞
し
て
い
ま
す
。
全

ペ
ー
ジ
が
カ
ラ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
を
う
ま
く
使
う

工
夫
も
さ
れ
、
中
身
も
す
っ
き
り
し
て

い
て
大
変
読
み
や
す
い
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
一
番
心
が
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

行
政
用
語
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
点
で
し
た
。
行
政
用
語
を
使
わ
な
け

れ
ば
、
か
な
り
文
章
を
省
略
で
き
、
住

民
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
紙
面
に
町

民
を
登
場
さ
せ
て
、
町
民
の
声
を
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業
は
、
岡
垣

町
と
同
じ
く
、
委
員
会
が
全
て
の
作
業

を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
共
感
す
る
部
分
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
議
会
内

外
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
議

会
と
し
て
の
役
割
も
議
会
だ
よ
り
に
掲

総
務
産
業
常
任
委
員
会

岡
垣
町
を
さ
ら
に

�

発
展
さ
せ
る
た
め
に

［
視
察
先
：
波
津
漁
港
内
水
産
加
工
施
設
］

�

４
／
30

　

６
月
か
ら
波
津
漁
港
内
で
本
格
稼
働

予
定
で
あ
る
㈱
マ
ル
五
を
訪
問
し
、
試

作
品
の
作
成
や
施
設
内
の
設
備
等
を
視

察
し
ま
し
た
。
加
工
す
る
原
材
料
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
エ
ソ
・
タ
イ
・
ヒ

ラ
メ
な
ど
で
、
秋
か
ら
冬
は
ブ
リ
・
サ

ワ
ラ
と
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
、

第
一
次
産
業
か
ら
第
六
次
産
業
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
今
後

は
、
練
り
製
品
「
は
つ
天
Ⓡ

」
や
干
物
・

み
そ
漬
け
な
ど
を
、
直
売
所
や
ネ
ッ
ト

通
販
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な
ど

で
販
売
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
今

後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
県
道
原
海
老
津
線
造
成
現
場
］

�

５
／
14

　
福
岡
県
北
九
州
県
土
整
備
事
務
所
の
担

当
者
か
ら
現
地
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

95
％
の
用
地
買
収
が
終
了
し
て
い
る
と
の

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
が
活
発
で
あ
れ
ば
、
議
会

だ
よ
り
の
中
身
も
充
実
す
る
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
、
岡
垣
町
の
現
状
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
お
か
が
き
」
が
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
先
進
地
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

委
員
長　

平
山　

正
法

こ
と
で
、
早
期
完
成
に
期
待
し
た
い
で
す
。

引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

［
視
察
先
：
駅
南
側
開
発
候
補
地
］

�

５
／
14

　

岡
垣
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
新
市
街
地
整
備
検
討
箇
所
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
駅
南
側
を
、
町
職
員
と
予

定
地
の
形
状
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

20
年
以
上
前
か
ら
の
構
想
で
す
が
、
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
課
題
は

多
い
で
す
が
、
平
地
部
分
の
有
効
利
用

が
で
き
る
よ
う
議
会
で
も
取
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

�

委
員
長　

川
地　

啓
輔

9 委員会活動報告



活動後に取材に応じて
くださった平井会長

毎年 10月、海老津駅北側の駅前ぎゃらりーに、三里松原の現状・課題などの写真を展示して活動
内容をお知らせしているよ。
� 連絡先　093-282-1633　（会長 /平井）

Ｑ　�今まで苦労したこと、嬉しかったことなどはありますか。
Ａ　�会の発足時から広葉樹を伐採して、株の堀り上げ作

業を実施し、整備するのに４年かかりました。その
後も、間伐したり、除草をするのに多大な労力を要
しています。イノシシや野ウサギの被害を抑えるこ
とにも苦労しています。しかし、新しい気づきや知
見が広がるので嬉しく思います。松の生長に個体差
があるのも興味深いことです。最近では、松露を見
つけたことがとても喜ばしい出来事でした。

Ｑ　�住民の皆さんに何か一言ありますか。
Ａ　�三里松原を知ってもらいたいです。そして、保全活

動に興味を持っていただき、美しい三里松原を未来
に残すために一緒に活動しましょう。

Ｑ　�三里松原を愛し守る会を発足したきっかけについて
お聞かせください。

Ａ　�松くい虫の被害が急速に拡大していく中で、松枯れ
対策の一環として平成 24年に三里松原防風保安林
保全対策協議会が主催し、三里松原博士養成講座が
開催され、その受講をきっかけに、有志 24人で会
を結成しました。

Ｑ　�三里松原の役割を教えてください。
Ａ　�三里松原は、防風、防砂、防潮、水源機能があります。
松は広葉樹よりも10倍塩を捕捉する力があり、塩
害に強い樹木です。昭和35年頃までは、春・秋の
年２回住民が松葉をかき集め、一年中、料理の煮炊
き、風呂の湯沸かしに利用していました。また、金茸、
松露などの食用きのこも採れていました。

　　�現在、岡垣町の水道水は、三里松原の地下水からも
取水しています。

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

三里松原は先人から引き継いだ岡垣町のシンボ
ルです。松は栄養分が少なく乾燥した砂浜でも
生長することができるため、海岸沿いに松が植
栽され、海からの風や高波、飛砂から人々の生
活を守ってきました。三里松原を愛し守る会は、
国と県の許可に基づいて広葉樹伐採除去や松苗
の植栽、松葉かき、除草などの保全活動を行っ
ています。活動は毎月２回（第２火曜日・第４
土曜日）午前９時から約２時間の作業です。体
験参加や見学も受け付けています。

これが松露

松苗植え

太陽光を遮らな
いように草取り
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ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

10岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

� ～三里松原を後世に残したい～

団体紹介：第18回　三里松原を愛し守る会


